
 

 

 

ゲストトーク 

「かみ添」の仕事 
―古典と現代にいきる唐紙― 

奈良時代に唐からもたらされた唐紙は、日本の文化に深く根付き、現
代でもさまざまな場面で楽しまれています。 

このたび、現代の唐紙職人として第一線で活躍される「かみ添」の嘉戸
浩さんをお招きし、嵯峨本「謡本」復元プロジェクトに関わったご経験
や、現代の建築やアーティストとのコラボレーションによってうみだされた作
品についてなど、古典と現代にいきる唐紙のお仕事のことを様々な角度
からお話しいただきます。 

 

 

 

ゲスト略歴 

嘉戸浩氏（かみ添） 

2009年より京都の西陣にショッ

プ兼工房をかまえる〈かみ添〉。 

古くから日本人の文化や暮らしに

寄り添ってきた唐紙の歴史をふま

えて、現代の要素を取り入れた

唐紙を提案している。 

 

開催日時 

2026年11月9日（月） 

4限（15：10～16：40） 

 

会場 
 

神戸大学六甲台 
第二キャンパス 

人文学研究科 B133 
 
 

※参加申込不要※ 

 

主催｜神戸大学人文学研究科人文学

推進インスティテュート 

問合せ｜人文学研究科・有澤知世 

t.arisawa[AT]pony.kobe-u.ac.jp 

※[AT]を@に変換 

 

 

使用画像｜『〔光悦謡本〕 あこき』、〔慶長年間〕刊、国立国会図書館デジタルコレクション 


